


　　表紙写真説明
「龍が池越しに見た工業会館」

撮影者　大鹿秀正（F47）

平成29年度 名古屋工業会大阪支部総会のご案内
大阪支部長　岡崎格郎（Ａ46）

　皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　今年度の大阪支部総会を下記のとおり開催いたしますのでご案内申し上げます。
　今回は古野電気株式会社専務取締役の小池宗之（Ｅ60）さまより、船舶用電気電子機器世界トップ
企業「FURUNO」でのご活躍中の概要についてご講演をお願いしております。
　これに先立ち、有志見学会を当日午前に行いますので、あわせてご参加のほどお願い申し上げます。

１．日　　時：平成29年11月18日（土）15時から19時　受付は14時30分から行います
２．場　　所：新大阪「メルパルク大阪」５Ｆカナーレ（新大阪駅から西へ徒歩約5分）
　　　　　　　（〒532-0003　大阪市淀川区宮原4－2－1　電話06－6350－2103）
３．スケジュール

第１部　講演会　　　15時～ 16時　講師小池宗之氏（Ｅ60） 
　　　　　　　　　　（古野電気株式会社専務取締役舶用機器事業部長）
第２部　支部総会　　16時10分～ 17時00分
第３部　懇親会　　　17時30分～ 19時30分　余興は器楽演奏

４．参加費用：正会員：6,000円、　非会員：7,000円、女性と卒業後3年以内の会員：無料
５．有志見学会　「西尾家住宅探訪」（第二代学校長武田五一氏が一部設計）

集合場所：ＪＲ京都線吹田駅中央改札口10時00分（総会当日）　現地まで徒歩約15分
　　　　　（ＪＲ新大阪駅・吹田駅間は普通電車で京都方向に約５分）
解散場所：同吹田駅12時半ごろ（解散後は各自で総会会場まで移動・昼食）
参加費用：無料　但し交通費・昼食は各自負担

６．申込み方法：下記の連絡先代表者にメールにて総会および有志見学会参加の有無を連絡ください。
　　　　　　　　（個別案内は致しません）
単科会連絡先
ＣＥ会　堀口大輔（C59）  d-horiguchi＠kcc.zaq.ne.jp
光鯱会　藤澤繁男（A53）  fujisawa_so@konoike.co.jp
巴　会　掛田健二（M45）  kakeyan,ken@gmail.com
電影会　東　　功（E51） kansai@denei.jp
双友会　小山征治（W42）  qtmx47101@ares.eonet.ne.jp
緑　会　佐野義和（D51）  sano33@msn.com

名窯会　勝野生代嗣（Y57） aub11021@nitech.jp　
名晶会　田口教平（K44）  taguchi.fkkt@hera.eonet.ne.jp
計測会　坂尾健司（F55）  ksakao@air.zaq.jp
経友会　廣島清剛（B50） art11328@nitech.jp
学生会員　佐野義和（D51）  sano33@msn.com
単科会連携　西岡　裕（B50） y.nishioka.1952@docomo.ne.jp

メルパルク大阪（総会会場）地図 JR吹田駅構内図
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　一般社団法人名古屋工業会の平成29年度定期
総会、理事会ならびに会員総会が５月20日（土）、
中日パレスにおいて開催された。
　定期総会には、理事長、副理事長、常務理事、
理事、代議員等が出席し、内藤常務理事の司会
で、水嶋理事長が開会挨拶の後、議長となり、
議事録署名人を指名した。内藤常務理事が報告
事項を説明した後、28年度事業報告及び収支決
算案、29年度事業計画及び収支予算案、代議員、
理事の選任について審議され、各議案とも原案
どおり議決され、終了した。
　その後の理事会には、理事・監事が出席し、
副理事長の選任と相談役および参与の就任につ
いて審議し、副理事長に大鹿秀正氏、岡崎格郎
氏、相談役に木越正司氏、参与に清水益文氏の
就任が議決され、終了した。
　続いて開催された会員総会では、冒頭、28年
度にご逝去された会員物故者71名のご冥福を祈
り、出席者全員で１分間の黙祷を捧げた。
　会員総会は内藤常務理事が司会となり、水嶋
理事長の挨拶、鵜飼学長の会長挨拶の後、定期

平成29年度 定期総会・会員総会 報告
総会ならびに理事会で諮られ承認された決議事
項が報告された。
　次に総会行事として、理事長から叙位叙勲等
表彰者に記念品、母校退職職員に感謝状等、会
員で卒業満70・60・50・40周年を迎えられた方
への顕彰を行った。
　続いて、森川民雄氏（W45）の司会で、東京工
業大学名誉教授 谷岡明彦氏（W45）から「素材
は未来を救う─環境・エネルギーへの挑戦─」
と題して特別講演をいただいた。
　会場を移して開催された懇親パーティーで
は、橿尾副理事長の司会で森副理事長の挨拶の
後、岡崎副理事長の乾杯の発声で始まり、名古
屋工業大学学生オーケストラによる演奏のな
か、杯を交わしながら和やかに歓談、旧交を温
めた。また、参加された卒業満60・50・40周年
を迎えられました方からお一人ずつ簡単な自己
紹介と近況報告があり、参加者全員が大いに盛
り上がった。最後に、恒例となった学歌「東海
の邦のほまれに」を声高らかに歌い、大鹿副理
事長の閉会の辞で盛会裡に閉会した。

平成２９年度　定期総会　次第
１．議　　　事
　　（決議事項）
　　第1号議案　平成28年度事業報告及び収支決算案
　　第2号議案　平成29年度事業計画及び収支予算案
　　第3号議案　代議員の選任
　　第4号議案　役員の選任
　　（報告事項）
　　第5号議案　その他

平成２９年度　会員総会　次第
１．理事長挨拶　一般社団法人 名古屋工業会理事長　水嶋敏夫
２．会 長 挨 拶　国立大学法人名古屋工業大学学長　鵜飼裕之
３．報 告 事 項　定期総会での決議事項の報告
４．行　　　事　イ　叙勲受章者に記念品贈呈（6名）
　　　　　　　　ロ　名古屋工業大学定年退職職員への感謝状等贈呈（17名）
　　　　　　　　ハ　名古屋工業大学卒業満70.60.50.40周年の会員への顕彰（405名）
　　　　　　　　ニ　特別講演　　講師：谷岡明彦氏（W45）　東京工業大学名誉教授　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　演題：「素材は未来を救う─環境・エネルギーへの挑戦─」
５．懇親パーティー
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　一般社団法人 名古屋工業会 平成29年度会員
総会の開会にあたり、ひとことご挨拶申し上げ
ます。
　本日は全国からこのようにたくさんの会員の
皆様にお集まり頂き、誠にありがとうございま
す。
　私が理事長を拝命した年から数えて、早いも
ので今回が三度目の会員総会になりました。
　改めてこの三年間を振り返ってみますと、全
学同窓会組織としての役割を果たすべく、「大
学支援」と「会員相互親睦」という二本柱の活
動を順調に進めてこられましたのも、会員の皆
様の多大なご協力ならびに鵜飼学長はじめ大学
教職員の皆様、関係各位のおかげと深く感謝申
し上げます。
　さて、会員総会に先立ち、先ほど開催した定
期総会におきまして、平成28年度事業報告およ
び決算案ならびに平成29年度事業計画および予
算案をご報告し、了承頂きました事をここにご
報告します。
　決議事項の詳細は、後ほど常務理事からご説
明しますが、基本的な考え方について私からご
説明したいと思います。
　工業会は「耀く、ますます耀く母校」を願っ
て、大学支援を事業目的の第一としております。
　名工大は鵜飼学長のリーダーシップのもと、
実践的工学エリート育成をねらった学科再編
や、六年一貫教育課程の新設など、大学改革の
諸施策を計画どおり順調に推進されており、そ
の成果が大いに期待されているところですが、
工業会としては産学連携の窓口である「名古屋
工業大学研究協力会」とも連携しながら、大学
支援を更に充実して参りたいと思います。
　ここで、昨年の工業会活動を少し振り返って
みたいと思います。
　まず、大きなイベントとして昨年11月に開催
した「第二回ホームカミングデー」には、多

数の同窓生や近隣の方にご参加いただきました
が、本日お集まりの皆さんの中にも、久し振り
に母校に足を運ばれて懐かしく思われた方もお
られるのではないでしょうか。
　当日の特別講演は、昨年９月に竣工した大学
の新講堂「NITech Hall（ナイテックホール）」
で開催しましたが、新講堂の前に立つアウトド
アクロックと新講堂１階ロビーのホールクロッ
クは、これからの大学の歩みを見守って欲しい
という願いを込めて、工業会として寄贈したも
のです。
　会員の皆さんが今後母校を訪れる際の待ち合
わせ場所などとしてもご活用頂きたいと思います。
　今年は早々と日程を決めておりまして、10月
28日土曜日に「第三回ホームカミングデー」を
開催します。
　卒業後30年、40年、50年および60年以上の方
は、歓迎式典および懇親会にご招待しますが、
学内見学や特別企画として、名工大ＯＢで元三
井物産株式会社代表取締役の田中浩一氏の講演
会も計画されておりますので、充分楽しんで頂
けると思います。仲間を誘い合って多くの方の
ご参加をお願いします。昨年は名古屋工業大学
同窓会として初の女子会である『鶴桜会（かく
おうかい）』も創設され、年に一回、ホームカ
ミングデーの日に集まろうと計画されています。
この新しい輪が拡げられるよう、皆さんからも
ＰＲをよろしくお願いします。
　工業会は大学に対して各種の支援をしていま
すが、学生への奨学金もその一つです。
　今年度は、昨年まで運営してきた「名古屋
工業会特別奨学金」を転換し、「給付型奨学金」

一般社団法人　名古屋工業会
理事長　水嶋　敏夫（Ｍ42）

理 事 長 挨 拶
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制度を創設いたします。
　これは、成績優秀者を応援するという従来の
考え方を方向転換し、経済的に支援を必要とす
る者を応援していこうというものです。
　一方で、ソーラーカーや鳥人間、ロボコンな
ど日本一や世界一を目指す学生を支援する「挑
戦的課外活動活性化奨励金」も継続していきま
すが、工業会の支援が、より必要なところへ効
果的に投入できるよう、今後も適宜見直しを
図って参ります。
　工業会の活動の第二の柱は「会員相互の親睦」
です。具体的には、会員の皆さんへのサービス
向上と相互親睦へのお手伝いができるよう、次
のような取り組みを進めてきました。
　まず、会員の方全員に会員証カードをお渡し
しておりますが、工業会を身近に感じて頂ける
ようにするため、この会員証を使って受けられ
る優待サービスの拡大に取り組んでいます。
　具体的には、徳川美術館や名古屋ボストン美
術館への無料入場、全国チェーン展開するホテ
ルの割引サービス等ですが、上新電機の割引は
助かったという会員からの声をよく聞きます。
　今後も会員にとってうれしい優待制度は、ど
んどん拡げていきたいと思いますので、全国各
支部でもご検討をお願いして参ります。
　会誌「ごきそ」につきましては、本年１・２
月号より印刷した冊子での配布をやめ、会員専
用ホームページでご覧頂くように致しました。
省資源や通信経費削減のねらいもありますが、
パソコンやスマートホンの普及状況も踏まえて
変更したものであります。皆様の絶大なるご協
力に感謝致します。
　今後も工業会ホームページでの情報発信のや
り方を工夫するなど、会員の皆さんに役立つ
サービス提供に努めてまいりますので、ご要望
などありましたら是非ご意見をお寄せ下さい。
　次に、工業会の会員増強の件ですが、各支部
が積極的に勧誘して下さったおかげで、会員数
は一万四千人を超える規模になりました。
　皆さんのご努力に感謝致しますとともに、今
後ともこの活動を根気よく続けていきましょう。
　私自身全国の同窓生の皆さんと懇親を深めた
いと思い、各支部総会には可能な限り積極的に

参加しておりますが、その中で最近少し変化を
感じるのは、女子と若手の会員が少人数ながら
も出席してくれている支部が少しずつ表れ始め
た事です。
　その場合は、女子および若い人に話が集中し
て、今までとは雰囲気が大きく変わり、更に活
発な交流ができているように思います。今年３
月に学部を卒業した大学生の90％は、入学時か
ら既に工業会の会員であり、これから各支部の
会員数は毎年確実に大きく増加していきます。
　女子も含め若い人が参加できるように働きか
けをよろしくお願いします。
　以上のように、工業会の活動は「大学支援」
と「会員相互親睦」を二本の柱として進めて参
りますが、工業会は今年で創立102年を数えま
す。次なる100年に向けて、工業会の永続的活
動を実現させるため、母校への支援を的確に実
施すると同時に、全学同窓会としての基盤整備
と会員サービスの更なる充実を図っていきたい
と考えています。
　その為には、会員名簿の整備・保守方法の明
確化、計画的な財政運営、工業会と単科会およ
び卒業生連携室との連携の充実、工業会館の耐
震化など山積している課題について、昨年発足
した分科会で対応策の方向性をクリアにしてい
きたいと思います。
　今後とも工業会活動の活性化に向けたご協力
と積極的なご提案をお願いします。
　最後に、母校が行う名工大基金へのご協力に
ついてお願いがあります。
　国立大学法人である母校が、限りある予算の
中で優秀な学生を輩出し続けるには、卒業生の
皆さんからの直接的な支援も必要です。
あらゆる機会を捉え、名工大基金への寄付のご
協力をお願い致します。
　最後になりますが、本日は会員総会の後には、
名工大ＯＢで東京工業大学名誉教授の谷岡明彦
氏による特別講演、その後に懇親パーティーを
企画しております。
　時間の許す限り親睦を深めて頂き、楽しい時
間を過ごしていただきたいと思います。
　本日はありがとうございました。
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　名古屋工業会会員総会の開催にあたり、母校、
名古屋工業大学を代表して一言ご挨拶を申し上
げます。名古屋工業会会員の皆様には、学生の
修学、課外活動、海外派遣事業などの教育活
動、ならびに教員の研究活動などにおいてご支
援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。また、
水嶋理事長をはじめ名古屋工業会役員の皆様に
は、常日頃より卒業生連携室、基金運営などの
活動を通じて本学の事業運営を支えて頂いてお
り、この場を借りて改めて感謝申し上げます。
　学長就任以来、「伝統を礎に、新たなグロー
バルステージへ」をビジョンタイトルに掲げた
大学改革に教職員一体となって取り組んでまい
りました。「名工大版理工系人材育成戦略」は、
世界屈指のものづくり産業の集積地である中京
地域に位置し、産学連携を教育と研究の両輪に
据えて築いてきた伝統と実績を有する名工大だ
からこそできる改革プランです。そのひとつの
柱が産業界、社会が求める人材像に対応して二
つの教育課程を設置する新教育システムの導入
です。2年目となる今年度も入試倍率は高水準
を維持、また、わが国では初となる大学院博士
前期課程までの6年間一貫的教育を実現する創
造工学教育課程では、これまでとは一味異な
る、自分の考えを積極的に表現できる名工大生
が育っています。さらに、学部入学生での女子
学生比率は17.9%となり、全国でもトップを走っ
ています。外国人学生も、徐々にではあります
が増加する傾向にあり、地域もアジアから欧州、
アフリカなどに拡がりを見せています。今夏に
は、大学に隣接する旧狭間住宅跡地で外国人学
生と日本人学生が同居する国際学生寮の建設に
着工し、来年3月には第一期分として80名が入
居する予定です。そこには女子学生専用スペー
スも計画しています。グローバル化において大
切なことのひとつは、様々な価値観を有する多
様な人々が共存するダイバーシティ環境へ適応
できる能力を身につけることだと思います。学

会 長 挨 拶
国立大学法人 名古屋工業大学　学長
　一般社団法人 名古屋工業会　会長

鵜飼　裕之（F52）

生のみならず、研究ユニットによる外国人教員
の招致、男女共同参画の推進による女性教員の
増大、産学連携の強みを活かした企業型教員の
受け入れなどもさらに進め、多様な人材が集う
ダイバーシティ環境を整備してまいります。
　名工大がめざす実践的工学エリートとは、専
門分野の知識と技能のみならず、歴史と風土、
文化、社会の仕組み、そして世界を知るための
幅広い教養を身に着け、自らの人生観、世界観
をしっかりと備え、表現できる人材です。グロー
バル化において大切なことのもうひとつは、こ
うした教養と叡智を有し、世界の人々の前で説
明できる能力を有することです。現代において
必要な教養を身につける工学リテラシー、国際
社会で活躍できるグローバルコミュニケーショ
ンなど新たなカリキュラムも導入しました。日
本人学生の海外留学についても、海外研修・研
究インターンシップの単位化、留学支援制度の
充実など積極的に推奨しています。また、昨年、
ホームカミングデーでのノーベル化学賞受賞者
であるロアルド・ホフマン博士を招いて実施し
た講演会と博士の自伝的戯曲「これはあなたの
もの」上演を通じて、科学技術と人文知の多元
的な視点からのメッセージを社会に向けて発信
できたことは、工学系大学としての本学にとっ
て大変意義のあることでした。
　新しく迎えた学生が産業界、社会の期待に応
える人財として巣立っていくのはもう少し先と
なりますが、先輩として彼らの成長を温かく見
守って頂ければ幸いです。
　名工大の教員は、世界的な研究レベルにおい
ても産学共同研究実績においてもトップクラス
の実力を有しています。「名工大版理工系人材
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育成戦略」のもう一つの柱は、ひとり一人の能
力をさらに高めるとともに、その能力をチーム
として活かすことで、名工大の強みを世界に、
そして産業界に発信するため、研究組織、産学
官連携組織を整備して研究力を強化することで
す。研究動向調査・分析などを活用した戦略的、
組織的な研究支援、産学官連携センターにおけ
る大型共同研究の獲得に向けた努力が実り、昨
年度は、科学研究費補助金、受託研究、共同研
究などの外部資金獲得額が大幅な増加となりま
した。
　研究のグローバル展開を目的に研究特区とし
て整備した材料科学と情報科学のフロンティ
ア研究院では、研究ユニット毎に海外の著名大
学・研究機関からの外国人教員を採用して共同
研究教育ネットワークを築いています。その成
果は、教員一人ひとりの国際的共著論文への展
開のみならず、海外の大学との組織的な交流に
発展しています。来年三月には、オーストラリ
アのウーロンゴン大学と共同で大学院博士課程
を設置し、情報学でのジョイントデグリープロ
グラムを開始する予定です。また、ドイツのエ
アランゲン・ニュルンベルク大学とは二国間交
流事業の共同提案を進めています。また、中国、
マレーシア、フィリピンをはじめとするアジア
地域の大学とは、研究および学生交流の実績を
重ねて、大学対大学、大学対地域という組織的
な協同関係を築いています。さらに、若手教員
の国際的な研究力・教育力を養うため、一年間、
本務を離れて海外に送り出す「若手研究者在外
研究員制度」も軌道に乗ってきました。こうし
た取り組みは、研究のグローバル展開に大きく
寄与するものであると確信しています。
　わが国の産業がグローバル競争に打ち勝つた
めに、産学連携活動により名工大が貢献して
いくことも研究のグローバル展開に通じていま
す。名工大の産学官共同研究の実績は常にわが
国の最上位にランクされています。しかし、こ
れまでのように個々の教員の共同研究を主体と
した取り組みだけでは限界があります。教員と
企業のお付き合いの関係から組織対組織によ
る共創の関係へ。これが、新たな産学官連携の
めざすところです。経団連においては2025年ま
でに産学連携経費を欧米並みに現在の3倍に増

加させると明言しています。しかし、そのため
には、事業費、人件費、管理費などの研究経費
のみならず研究プロセスの透明性を担保し、知
的財産権の在り方、研究成果に対する評価の指
標・方法などを見直すことが求められています。
その意味で、産学連携は新たな段階に入ったと
も言えます。一方、名工大の強みは教員の研究
力だけではありません。大型研究教育設備も他
機関に比して極めて充実しており、学内外での
共用促進を図ることで、一層共同研究に拍車を
かけることができます。今年は、産学官連携セ
ンターと大型設備基盤センターを一体的に再編
し、スピード感とともに信頼感ある組織的な対
応づくりを行っていきます。
　一方、中京地域のものづくり産業を支えてき
た中堅・中小企業への貢献も、名工大にとって
は重要な使命のひとつです。今、この地域の産
業構造は、脱CO2化、自動運転技術、製造業で
の第四次産業革命への対応、航空機産業への
期待などに起因して大きな転換点を迎えていま
す。わが国の製造業には、「要素技術力」「現場力」
「改善力」など優れた生産技術が蓄積されてい
ます。それらを活用しながら、多様化する価値・
ニーズに柔軟に対応できるモノづくり、そして
ビジネスエコシステム（コトづくり）を推進す
るための事業を産官学金で始めています。また、
中小企業を対象とした「産学官連携学び合いプ
ログラム」も、好評のうちに三年目に入りまし
た。大学にとっては学生の実践力を涵養する社
会実装教育や産学共同研究へと繋がり、企業に
とっては新たな製品に繋がる新技術の創出が期
待できる名工大オリジナルの実践型教育プログ
ラムです。
　国内外の大学・研究機関、産業界、行政、金
融界とのネットワークを介して「人」「知」「技
術」をつなぎ、学術・技術で新しい技術の価値
を創造しグローバルに発信する拠点。名工大が
めざすのは、このような「工学のイノベーショ
ンハブ」です。
　名古屋工業大学は、教育と研究の両輪を改革
によってさらに勢いよく回転させ、グローバル
ステージへと踏み出してまいります。皆様のよ
り一層のご支援、ご協力をお願いして、私の挨
拶といたします。
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